
101



２．点検結果 施設名称 市民活動等多目的交流施設

総
評

建物劣化状況 総評の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況。長期的な維持管理が可能。

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況。長期的な維持管理が可能。

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況。修繕を行えば、比較的長期的な維持管理が可能。

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要。長期的な維持管理を行うためには、かなりのコストが必要。

劣化度

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

各部位　劣化状況の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要である状況

建物内部

屋根
アスファルト防水が行われているが、平場はコンクリート押え、立ち上がり
は露出となっている。この両者で、劣化度が異なってくるため、立ち上が
り部の防水の補修を計画的に行っていく必要がある。

特に問題なし。

外壁 特に問題なし。

軒天井・
ひさし下端

特に問題なし。

外

部

Ａ 外壁ではクラックが発生し、エフロレッセンスが出ていたが、補修された。

部　　位 特　記　を　要　す　る　事　項

外　構　等 特に問題なし。

構造部 特に問題なし。

建築設備 特に問題なし。
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3.劣化状況写真

撮影日 2014/5/23

階 R階

部位 パラペット　立ち上り

コンクリートクラック

撮影日 2014/5/23

階 外壁

部位 パラペット部

クラック　浸水

エフロレッセンス発生

撮影日 2014/5/23

階 1階

部位 庇　上裏

クラック　エフロレッセンス発生

写真　№ 3

写真　№ 1

写真　№ 2
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４　予防保全のための年次計画

17 市民活動等多目的交流施設 計画期間 30 年間 竣工 2013 年 竣工後 6 年（令和元年現在） 1,727㎡ RC造 3階

 和   暦 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

 経   年 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

仮設 　 　 　 　 　 　 　 　 1,755 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,755 　 　 　 　 3,510

　 　 　 　 　 　 　 　 1,572 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6,989 　 　 　 　 8,561

　 　 　 　 　 　 　 　 400 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 400 　 　 　 　 801

　 　 　 　 　 　 　 　 8,515 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8,515 　 　 　 　 17,030

　 　 　 455 　 　 　 　 910 　 　 　 　 　 　 　 　 455 　 　 　 　 　 　 　 910 　 　 　 　 2,730

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 780 　 　 　 　 780

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 44,902 　 　 　 　 　 　 44,902

　 　 　 910 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4,550 　 　 　 　 　 　 　 　 　 910 　 　 　 　 　 　 6,370

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,000 1,000

　 　 　 　 　 　 　 　 20,724 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20,724 　 41,448

　 　 　 　 　 　 　 　 16,579 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13,000 　 　 　 　 16,579 　 46,158

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,591 　 　 　 　 　 　 2,591

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15,600 　 　 　 　 　 　 15,600

外構 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,500 　 　 　 　 　 　 3,500

１７　耐震診断・改修

１８　調査・改修設計 10% 137 5,046 455 46 8,050 1,935 3,730 100 19,498

１９　計画の見直し 　 　 　 260 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 260 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 520

共通仮設+予備費 15% 264 8,325 751 39 75 13,283 3,193 6,155 165 32,250

2,026 63,827 5,756 299 576 101,836 24,477 47,189 1,265 247,249

消費税 10% 203 6,383 576 30 58 10,184 2,448 4,719 127 24,725

2,228 70,210 6,331 329 633 112,019 26,924 51,907 1,392 271,974

2,228 2,228 2,228 2,228 2,228 72,438 72,438 72,438 72,438 72,438 78,769 78,769 79,098 79,098 79,731 79,731 79,731 79,731 79,731 79,731 191,750 191,750 218,675 218,675 218,675 270,582 271,974 271,974

これからの修繕計画年度 　

R5年 　 鉄部塗装、ポンプ補修

R10年 　 外壁等大規模改修工事、空調設備更新、照明器具更新

R15年 　 給水設備更新

R19年 　 鉄部塗装

R25年 　 内部改修工事、電気設備更新、消防設備更新、昇降機設備更新、外構舗装等補修

R27年 　 外壁等大規模改修工事

R30年 　 空調設備更新、照明器具更新

これまでの修繕履歴

区分 工事内容

８　給水設備工事

９　排水設備工事

建築

２　屋根防水工事

３　床防水工事

４　外壁等塗装工事

５　鉄部等塗装工事

６　建具・金物等工事

７　内部改修工事

小計

※着色・太字部分が予防保全の工事費用、白地部分はその他設備の工事費　

合計
（千円）

１　仮設工事

１２　電灯設備工事

１１　空調設備工事

１０　ガス設備工事

設備

支
出

推定修繕工事費　年度合計

推定支出　累計

１３　情報・通信設備工事

１４　消防設備工事

１５　昇降機設備工事

１６　外構工事

そ
の
他

1
0
4
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２．点検結果 施設名称 三池カルタ・歴史資料館等複合施設

総
評

建物劣化状況 総評の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況。長期的な維持管理が可能。

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況。長期的な維持管理が可能。

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況。修繕を行えば、比較的長期的な維持管理が可能。

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要。長期的な維持管理を行うためには、かなりのコストが必要。

劣化度

Ｃ→Ｂ

Ｃ

Ｄ→Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

各部位　劣化状況の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要である状況

外　構　等 駐車場の一部に地盤沈下あり、ひび割れと凹凸あり。

軒天井・
ひさし下端

全般的にシーリング材が劣化している。

建物内部

建築設備 駐車場案内センサーが異常のため、現在、使用していない。

妻側の壁面（窓面）から一部漏水があり。

構造部 特に問題なし。

展示室の一部及び図書室の妻側壁から、少量の雨漏りがある。

外壁
コンクリート打ち放し部の劣化が進行している。タイル面は改修されてい
るが一部浮きが見受けられる。
出窓やパラペット上部に張っているアルミに腐食が発生している。

Ｃ
平成27年度に雨漏り工事を実施したが、部分的に雨漏りが見られる。
コンクリート部分でも経年劣化が進行しており、予防保全に基づく補修が必要であ
る。

部　　位 特　記　を　要　す　る　事　項

外

部

屋根
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４　予防保全のための年次計画

18 三池カルタ・歴史資料館複合施設 計画期間 30 年間 竣工 1990 年 竣工後 29 年（令和元年年現在） 4,867㎡ RC造 4階

 和   暦 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

 経   年 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59

仮設 6,853 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7,956 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14,809

　 　 　 　 　 　 　 　 1,472 　 　 　 　 　 　 26,162 　 　 　 　 　 　 　 5,887 　 　 　 　 　 　 33,520

853 　 　 　 　 　 　 　 562 　 　 　 　 　 　 562 　 　 　 　 　 　 　 562 　 　 　 　 　 　 2,538

14,913 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 19,827 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 34,739

378 　 　 　 　 　 　 　 455 　 　 　 　 　 　 1,040 　 　 　 　 　 　 　 455 　 　 　 　 　 　 2,328

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,640 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,640

　 　 　 　 　 　 126,542 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 126,542

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4,550 　 　 　 　 2,600 　 　 　 　 　 　 　 　 7,150

　 　 　 　 　 　 　 2,600 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,600 　 　 　 　 　 　 　 　 5,200

　 　 　 　 　 　 　 2,600 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,600

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 58,404 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 58,404

　 　 　 48,670 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 48,670 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 97,340

　 　 　 6,327 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6,327

外構 　 　 　 4,000 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4,000

１８　調査・改修設計 10% 2,300 5,900 12,654 520 249 5,840 5,919 455 4,867 520 690 39,914

１９　計画の見直し 　 　 　 633 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 633 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,265

共通仮設+予備費 15% 3,795 9,829 20,879 858 411 9,637 9,766 751 8,125 858 1,139 66,048

29,091 75,359 160,076 6,578 3,148 73,881 74,871 5,756 62,296 6,578 8,732 506,366

消費税 10% 2,909 7,536 16,007 658 315 7,388 7,487 576 6,230 658 873 50,636

32,000 82,895 176,083 7,236 3,463 81,269 82,358 6,332 68,526 7,236 9,605 557,003

32,000 32,000 32,000 114,895 114,895 114,895 290,978 298,214 301,677 301,677 301,677 301,677 382,946 382,946 382,946 465,304 471,636 471,636 540,162 540,162 540,162 547,398 547,398 557,003 557,003 557,003 557,003 557,003 557,003 557,003 557,003

※着色・太字部分が予防保全の工事費用、白地部分はその他設備の工事費

これからの修繕計画 年度

R2年 外壁等大規模改修工事（防水は除く）

R5年 電灯設備更新、消防設備更新

R8年 内部改修工事

R10年 屋根防水補修他

R14年 空調設備更新

R17年 外壁等大規模改修工事（防水工事含む）

R18年 給水管改修

R20年 電灯設備更新

R23年 給排水設備補修

R25年 防水工事補修

今までの修繕履歴

H11 空調設備工事

H13 三池ｶﾙﾀ記念館等複合施設外壁改修工事 東、南、西面ﾀｲﾙ補修及び東面ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

H13 三池ｶﾙﾀ記念館等複合施設防水改修工事 屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ(西、東、南)ｼｰﾘﾝｸﾞ、西壁ｼｰﾘﾝｸﾞ

H23 空調設備改修工事

H24 空調設備改修工事

H24 空調改修電気設備工事

H28 消防設備、屋根防水他

H29 受変電設備更新

工事内容

１６　外構工事

そ
の
他

小計

支
出

推定修繕工事費　年度合計

推定支出　累計

１４　消防設備工事

１５　昇降機設備工事

設備

８　給水設備工事

９　排水設備工事

１０　ガス設備工事

１１　空調設備工事

１２　電灯設備工事

１３　情報・通信設備工事

合計
(千円）

１　仮設工事

建築

２　屋根防水工事

３　床防水工事

４　外壁等塗装工事

６　建具・金物等工事

５　鉄部等塗装工事

７　内部改修工事

区分

1
1
1
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２．点検結果 施設名称

総
評

建物劣化状況 総評の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況。長期的な維持管理が可能。

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況。長期的な維持管理が可能。

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況。修繕を行えば、比較的長期的な維持管理が可能。

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要。長期的な維持管理を行うためには、かなりのコストが必要。

劣化度

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ→Ｂ

Ｂ

各部位　劣化状況の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要である状況

部　　位 特　記　を　要　す　る　事　項

文化会館

Ｂ

屋根防水工事に未整備部分がみられる。目立つような劣化は発生していないが、内
部での雨漏り、天窓のサッシの劣化、ホールの木仕上げ材の剥がれなど早急な対
応が必要な個所がみられる。今後とも予防保全に基づいた計画的な修繕実施が必
要である。

外

部

屋根
平成２９年度に屋根防水済であるが、パラペット側面と裏側の防水塗装
未整備である。

外壁
改修は行われているが、タイルの一部には浮きが発生しているようであ
る。計画に基づいた修繕が必要である。

軒天井・
ひさし下端

特に問題なし。

外　構　等 特に問題なし。

建物内部

ホールは吊り天井であり、耐震診断を行う必要がある。
楽屋、研修室雨漏り有り。(外壁、窓面からの侵入の可能性あり）
トイレタイル、部分的に浮きが有る。
大ホール内部の木仕上げの材の剥がれが有る。
エントランス出入口の天窓のサッシが、錆有り。

構造部 特に問題なし。

建築設備
エントランスホール天窓の掃除用レールが歪んでいるため、掃除用踏板
が自由に可動しない。
空調機に錆有り。
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４　予防保全のための年次計画

19 大牟田文化会館 計画期間 30 年間 竣工 1985 年 竣工後 34 年（令和元年現在） 10,567㎡ RC造

※舞台装置関係は含まない

 和   暦 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

 経   年 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

仮設 　 　 　 　 19,684 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 19,684 　 　 　 　 　 　 　 　 39,368

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9,063 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9,063

3,953 　 　 　 44,589 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 44,589 　 　 　 　 　 　 　 　 93,131

　 　 　 　 2,795 　 　 　 　 　 　 780 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,795 　 　 　 　 　 　 　 　 6,370

　 　 　 　 8,125 　 　 　 　 　 　 2,600 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10,725

　 　 　 　 　 206,057 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 206,057

　 　 　 　 　 126,804 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 126,804

　 　 　 　 12,000 116,237 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 116,237 　 　 　 　 244,474

　 　 　 　 15,851 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15,851

外構 　 　 　 　 8,000 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8,000
１７　耐震診断・改修

１８　調査・改修設計 10% 11,104 44,910 1,244 6,707 11,624 75,589
１９　計画の見直し 　 　 　 　 　 　 　 　 687 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 687 　 　 　 　 　 　 1,374

共通仮設+予備費 15% 592 18,322 74,101 103 2,053 11,066 103 19,179 125,520

4,545 140,470 568,108 790 15,740 84,841 790 147,040 962,325

消費税 10% 455 14,047 56,811 79 1,574 8,484 79 14,704 96,232

5,000 154,517 624,919 869 17,314 93,325 869 161,744 1,058,557

5,000 5,000 5,000 5,000 159,517 784,436 784,436 784,436 785,305 785,305 785,305 802,619 802,619 802,619 802,619 802,619 802,619 802,619 802,619 802,619 802,619 895,944 895,944 896,813 896,813 1,058,557 1,058,557 1,058,557 1,058,557 1,058,557 1,058,557

これからの修繕計画 R2年 外壁等緊急補修工事

R6年 外壁等大規模改修工事、電気設備更新、消防設備更新

R7年 内部改修工事、空調設備更新、照明器具更新

R13年 屋根防水補修、鉄部塗装、建具改修

R23年 外壁等大規模改修工事

R27年 照明器具更新

R30年 屋根防水補修

現在までの改修履歴 H3年 吊物電動化工事 H18年 大牟田文化会館外壁改修（2期）工事 H28年 昇降機更新

H4年 吊物電動化工事 H18年 大ホール吊物等改修工事 H29年 屋根防水工事

H4年 ワイヤレス設置工事 H18年 小ホール系非常照明用直流整流装置更新工事 R1年 照明器具更新工事（部分）

H4年 調光室エアコン取付工事 H18年 非常放送設備更新工事

H5年 吊物電動化工事 H19年 小ホール舞台吊物等改修工事

H5年 冷温水発生器共用ヘッダー取付工事 H19年 舞台照明設備負荷コンセント取替工事

H12年 音響設備改修工事 H19年 大牟田文化会館外壁改修（3期）工事

H13年 空調設備改修工事 H20年 小ホール舞台吊物等改修（２期）工事

Ｈ14年 小ホール音響設備改修工事 H21年 小ホール舞台吊物等改修（３期）工事

Ｈ14年 小ホール照明設備改修工事 H21年 大ホール舞台照明主幹盤・調光盤改修工事

Ｈ14年 第１会議室他空調改修工事 H21年 トイレ洋式化工事

H16年 大ホール舞台吊物機構改修工事 H22年 小ホール舞台吊物等改修（４期）工事

H17年 大ホール舞台吊物機構等改修工事 H23年 小ホール舞台吊物等改修（５期）工事

H17年 直流電源盤更新工事 H23年 パッケージ空調設備改修工事

H17年 電力自動力率改善装置他更新工事 H23年 パッケージ空調設備改修電気設備工事

H17年 大牟田文化会館外壁改修工事 H24年 変圧器更新工事

H25年 空調設備改修工事

そ
の
他

６　建具・金物等工事

７　内部改修工事

８　給水設備工事

９　排水設備工事

１０　ガス設備工事

合計
(千円）

建築

工事内容

支
出

推定修繕工事費　年度合計

推定支出　累計

小計

設備

区分

１　仮設工事

２　屋根防水工事

３　床防水工事

４　外壁等塗装工事

５　鉄部等塗装工事

１１　空調設備工事

※着色・太字部分が予防保全の工事費用、白地部分はその他設備の工事費

１２　電灯設備工事

１３　情報・通信設備工事

１４　消防設備工事

１５　昇降機設備工事

１６　外構工事

1
2
2
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２．点検結果 施設名称 市民体育館

総
評

※

建物劣化状況 総評の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況。長期的な維持管理が可能。

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況。長期的な維持管理が可能。

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況。修繕を行えば、比較的長期的な維持管理が可能。

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要。長期的な維持管理を行うためには、かなりのコストが必要。

劣化度

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

各部位　劣化状況の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要である状況

構造部 耐震診断・補強が行われていない。

外壁
前回の改修から20年近くなり、劣化が進行している。塗膜への浸水によ
り剥離が目立っている。

軒天井・
ひさし下端

コンクリート躯体の劣化により、コンクリート片の剥落が多数発生してい
る。危険であり、早急な補修が必要である。

建築設備 特に問題なし。

外　構　等 特に問題なし。

外

部

屋根
鋼板屋根の部分は改修が行われているが、コンクリート屋根は改修が行
われていない。改修時期は過ぎており、漏水も発生しているため早期に
補修する必要がある。

建物内部
1階事務所で床の沈下が指摘されている。原因調査及び補修が必要で
ある。

Ｃ
コンクリート躯体の劣化が著しく、コンクリート片の剥落によって危険な建物となって
いる。耐震診断も行われていない。長期的な維持管理には、耐震診断による構造補
強と予防保全に基づく修繕が必要である。

旧耐震基準に基づいた設計・施工が行われている。安全に建物を使用して
いくためには、耐震診断および診断に基づいた補強が必要である。

部　　位 特　記　を　要　す　る　事　項
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２．点検結果 施設名称 第二市民体育館

総
評

※

建物劣化状況 総評の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況。長期的な維持管理が可能。

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況。長期的な維持管理が可能。

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況。修繕を行えば、比較的長期的な維持管理が可能。

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要。長期的な維持管理を行うためには、かなりのコストが必要。

劣化度

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｄ

各部位　劣化状況の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要である状況

外

部

屋根 改修は行われているが、その後の劣化が進行している。

建物内部 特に問題なし。

構造部 耐震診断が行われていない。

外壁 塗膜の劣化が進行している。

軒天井・
ひさし下端

漏水による塗膜の剥離が見られる。漏水を止めるには、庇の防水が必要
である。

建築設備 特に問題なし。

外　構　等
ブロック塀の耐震対策が行われていない。ブロック自体の劣化が進行し
ている。

Ｃ

劣化の程度は大きくはないが、耐震診断が行われていないため、長期に使用してい
くためには予防保全に基づいた計画修繕が必要である。
周囲のブロック塀は耐震補強が行われていない上、劣化も進行しており早急な補修
が必要である。

旧耐震基準に基づいた設計・施工が行われている。安全に建物を使用して
いくためには、耐震診断および診断に基づいた補強が必要である。

部　　位 特　記　を　要　す　る　事　項
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４　予防保全のための年次計画

22 延命プール 計画期間 30 年間 竣工 2007 年 竣工後 12 年（令和元年現在） 834㎡ CB造

 和   暦 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

 西   暦 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2043 2043 2043 2043 2043 2043

 経   年 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

仮設 　 　 　 687 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 687 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,374

　 　 　 2,669 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,669 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5,339

　 　 　 600 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,877 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,477

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 300 　 　 　 　 　 　 　 　 　 300

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,094 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,094

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,800 　 　 　 　 1,200 　 　 　 　 　 　 3,000

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,200 　 　 　 　 　 　 1,200

　 　 　 　 　 　 　 600 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 600

　 　 　 　 　 　 　 4,872 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4,872

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,020 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,020

外構

１７　耐震診断・改修

１８　調査・改修設計 10% 396 547 391 553 240 2,128

１９　計画の見直し 216 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 216 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 432

共通仮設+予備費 15% 32 653 903 678 913 396 3,575

248 5,005 6,922 5,200 6,999 3,036 27,411
消費税（H29以降：10％） 10% 25 500 692 520 700 304 2,741

273 5,505 7,614 5,720 7,699 3,340 30,152

273 5,778 5,778 5,778 5,778 13,393 13,393 13,393 13,393 13,393 13,393 13,393 13,393 13,393 13,393 13,393 19,113 19,113 26,812 26,812 26,812 30,152 30,152 30,152 30,152 30,152 30,152 30,152

※着色・太字部分が予防保全の工事費用、白地部分はその他設備の工事費　

これからの修繕計画 年号

R5年 外壁等大規模改修工事

R9年 空調設備更新、照明器具更新、電気設備更新

R20年 内部改修工事、排水管補修、消防設備補修

R22年 外壁等大規模改修工事

R25年 給排水管補修

現在までの改修履歴

なし

工事内容

１６　外構工事

そ
の
他

小計

支
出

推定修繕工事費　年度合計

推定支出　累計

１３　情報・通信設備工事

１４　消防設備工事

１５　昇降機設備工事

設備

８　給水設備工事

９　排水設備工事

１０　ガス設備工事

１１　空調設備工事

１２　電灯設備工事

合計
（千円）

１　仮設工事

建築

２　屋根防水工事

３　床防水工事

４　外壁等塗装工事

６　建具・金物等工事

５　鉄部等塗装工事

７　内部改修工事

区分

1
3
7
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２．点検結果 施設名称

総
評

建物劣化状況 総評の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況。長期的な維持管理が可能。

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況。長期的な維持管理が可能。

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況。修繕を行えば、比較的長期的な維持管理が可能。

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要。長期的な維持管理を行うためには、かなりのコストが必要。

劣化度

Ｃ→Ａ

B

B

C

Ａ

Ａ→Ｂ

Ｄ→C

各部位　劣化状況の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要である状況

外　構　等
内野出入口等の金属ドアの下端部に錆(すべて共通）有り。
バックネットフェンスの柱の溶接部に錆有り。

建物内部 地階の投球練習場の壁面にエフロレッセンス発生している。

構造部 特に問題なし。

建築設備 地下の排煙窓がスイッチ故障により開閉できない。

外

部

屋根 観覧席、ベンチ等の屋根面改修済み。

外壁 特に問題なし。

軒天井・
ひさし下端

特に問題なし。

部　　位 特　記　を　要　す　る　事　項

延命球場

Ｃ→Ｂ
平成29年度に観覧席、ベンチ屋根面の防水工事及びスコアーボードの改修を実施。
地階の投球練習場の壁面において地下水により、コンクリートの中性化が進んでいる。
今後とも、予防的な観点から計画的な改修が必要である。
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3.劣化状況写真

撮影日 2019/6/13

階

部位 バックネットフェンス柱

溶接部の錆

撮影日 2019/6/13

階 地階

部位 ブルペン壁面

漏水によるエフロレッセンス

撮影日 2019/6/13

階 地階

部位 ブルペン

排煙窓のスイッチ

故障で使用できない

写真　№ 3

写真　№ 2

写真　№ 1
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４　予防保全のための年次計画

23 延命球場 計画期間 30 年間 竣工 2000 年 竣工後 19 年（令和元年現在） 2,274㎡ RC造

 和   暦 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

 経   年 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

仮設 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5,533 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5,533

　 　 　 2,372 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 25,113 　 　 　 　 　 　 2,372 　 　 　 　 　 　 　 　 29,858

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,625 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,625

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 22,305 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 22,305

　 　 　 600 　 　 650 　 　 　 　 　 　 　 3,250 　 　 　 　 　 　 　 650 　 　 　 　 　 　 　 5,150

　 　 　 600 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,950 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,550

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8,869 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8,869

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,900 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,900

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,950 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,950

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5,912 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5,912

　 　 　 22,740 　 　 　 　 　 　 13,000 　 　 　 　 　 　 　 22,740 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 58,480

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,217 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,217

外構

１８　調査・改修設計 10% 2,631 65 2,409 5,978 195 2,274 981 237 65 14,835

１９　計画の見直し 　 　 　 296 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 296 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 591

共通仮設+予備費 15% 4,386 107 3,974 9,863 322 3,752 44 1,619 391 107 24,566

33,625 822 30,468 75,618 2,467 28,766 340 12,413 3,001 822 188,342

消費税 10% 3,363 82 3,047 7,562 247 2,877 34 1,241 300 82 18,834

36,988 904 33,515 83,180 2,714 31,643 374 13,654 3,301 904 207,177

36,988 36,988 36,988 37,892 37,892 37,892 37,892 71,408 71,408 71,408 71,408 154,588 154,588 157,302 157,302 188,945 189,318 202,972 206,273 207,177 207,177 207,177 207,177 207,177 207,177 207,177 207,177 207,177

※着色・太字部分が予防保全の工事費用、白地部分はその他設備の工事費

これからの修繕計画

R5年 照明器具更新、屋根防水等補修

R8年 鉄部塗装

R12年 内部改修工事、電気設備更新

R16年 外壁・屋根防水等大規模改修工事

R18年 ガス設備更新

R20年 照明器具更新

R22年 給水設備補修、空調設備更新

R23年 屋根防水補修

R24年 鉄部塗装

現在までの改修履歴

H12 延命球場改修工事 建替え

H12 延命球場改修に伴うﾌﾞﾙﾍﾟﾝ整備 築造、ﾈｯﾄ

H12 延命球場改修に伴う駐車場整備 8台分

H15 延命球場外野ﾌｪﾝｽ新設工事 ﾌｪﾝｽ取り付け

H29 屋上防水、外壁改修

工事内容
合計
（千円）

１　仮設工事

建築

２　屋根防水工事

３　床防水工事

４　外壁等塗装工事

６　建具・金物等工事

５　鉄部等塗装工事

７　内部改修工事

区分

設備

８　給水設備工事

９　排水設備工事

１０　ガス設備工事

１１　空調設備工事

１２　電灯設備工事

１３　情報・通信設備工事

１４　消防設備工事

１５　昇降機設備工事

１６　外構工事

そ
の
他

小計

支
出

推定修繕工事費　年度合計

推定支出　累計

1
4
3
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２．点検結果 施設名称 御大典記念グラウンド

総
評

建物劣化状況 総評の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況。長期的な維持管理が可能。

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況。長期的な維持管理が可能。

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況。修繕を行えば、比較的長期的な維持管理が可能。

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要。長期的な維持管理を行うためには、かなりのコストが必要。

劣化度

Ｂ

Ｃ→Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ→C

各部位　劣化状況の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要である状況

建物内部

屋根
改修済み。特に問題なし。
休憩所のフレームの錆

特に問題なし。

外壁 事務所棟は、ガリバリウムの折れ版で葺いており、改修済み。

軒天井・
ひさし下端

特に問題なし。

外

部

Ｂ

平成29年度に事務所等の大規模改修済み。
休憩室の屋根を支えているフレームの劣化が著しい。
グラウンドを囲んでいるコンクリート製の柵が大きく爆裂しており、改善を急ぐ必要が
ある。

部　　位 特　記　を　要　す　る　事　項

外　構　等 グラウンドを囲んでいるコンクリート製の柵がかなり劣化している。

構造部 特に問題なし。

建築設備 特に問題なし。
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４　予防保全のための年次計画

24 御大典記念グラウンド 30 年間 竣工 1987 年 竣工後 32 年（令和1年現在） 699㎡ RC造（一部CB造）

 和   暦 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

 経   年 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

仮設 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,140 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,140 　 　 　 　 2,281

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 816 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 816 　 　 　 　 1,632

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,447 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,447 　 　 　 　 6,894

　 　 180 　 　 　 　 　 　 　 3,236 　 　 　 　 　 　 180 　 　 　 　 　 　 　 3,236 　 　 　 　 6,832

　 　 600 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,000 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,600

　 　 8,388 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8,388

　 　 1,200 　 　 　 　 　 1,200 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,400

　 　 　 　 　 　 　 　 1,200 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,200

　 600 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 600 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,200

　 5,640 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,440 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7,080

　 　 1,020 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,020

外構

１７　耐震診断・改修

１８　調査・改修設計 10% 1,763 240 864 204 318 864 4,253

１９　計画の見直し 　 　 216 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 216 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 216 　 　 　 648

共通仮設+予備費 15% 2,941 396 1,425 32 337 525 1,425 32 7,114

22,548 3,036 10,929 248 2,581 4,023 10,929 248 54,542

消費税 10% 2,255 304 1,093 25 258 402 1,093 25 5,454

24,803 3,340 12,021 273 2,839 4,425 12,021 273 59,996

24,803 24,803 24,803 24,803 24,803 24,803 28,143 28,143 40,164 40,164 40,164 40,164 40,438 40,438 43,276 47,701 47,701 47,701 47,701 47,701 47,701 47,701 47,701 59,723 59,996 59,996 59,996 59,996 59,996

※着色・太字部分が予防保全の工事費用、白地部分はその他設備の工事費　

これからの修繕計画 年度

R4年 内部改修工事、給水管補修空調設備更新、電気設備更新、消防設備補修

R10年 給排水管補修

R12年 外壁等大規模改修工事

R18年 空調設備更新、照明器具更新

R19年 鉄部塗装、建具更新

R27年 外壁等大規模改修工事

現在までの改修履歴

H10年 更衣所 記念ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾄｲﾚ、更衣所改修工事 建設及び内部改修

H22年 ｽﾀﾝﾄﾞ 記念ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｽﾀﾝﾄﾞ改修工事 記録係控室棟建替、観覧席段差解消

H24年 トイレ改修工事

H28年 屋根防水工事

工事内容

１６　外構工事

そ
の
他

小計

支
出

推定修繕工事費　年度合計

推定支出　累計

１４　消防設備工事

１５　昇降機設備工事

設備

８　給水設備工事

９　排水設備工事

１０　ガス設備工事

１１　空調設備工事

１２　電灯設備工事

１３　情報・通信設備工事

合計
（千円）

１　仮設工事

建築

２　屋根防水工事

３　床防水工事

４　外壁等塗装工事

６　建具・金物等工事

５　鉄部等塗装工事

７　内部改修工事

区分

1
4
9
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４　予防保全のための年次計画書

25 計画期間 30 年間 竣工 2002 年 竣工後 17 年（令和1年現在） 4,430㎡ RC造 3階

※ プラントの修繕・更新等は含まない

 和   暦 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

 経   年 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47

仮設 　 　 　 　 　 　 5,391 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5,391 　 　 　 　 　 　 10,783

　 　 　 　 　 　 2,370 　 　 　 　 　 2,370 　 　 　 　 15,288 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,720 21,748

　 　 　 　 　 　 11,515 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11,515 　 　 　 　 　 　 23,030

　 　 　 　 　 　 644 　 　 　 　 　 195 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 644 　 　 　 　 　 195 1,677

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 118,430 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 118,430

　 57,590 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 57,590 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 115,180

　 　 　 　 　 　 53,160 　 　 　 　 　 19,500 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 53,160 　 　 　 　 　 　 125,820

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6,645 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6,645

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13,000 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13,000

外構

１７　耐震診断・改修

１８　調査・改修設計 10% 5,759 7,308 16,014 7,288 7,071 191 43,631

１９　計画の見直し 　 　 　 　 455 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 455

共通仮設+予備費 15% 9,502 68 12,058 26,423 12,025 11,667 316 72,060

72,851 523 92,446 202,577 92,191 89,448 2,422 552,459

消費税 10% 7,285 52 9,245 20,258 9,219 8,945 242 55,246

80,136 576 101,691 222,835 101,410 98,393 2,665 607,705

80,136 80,136 80,136 80,712 80,712 182,403 182,403 182,403 182,403 182,403 182,403 405,237 405,237 405,237 405,237 405,237 506,647 506,647 506,647 506,647 506,647 506,647 605,040 605,040 605,040 605,040 605,040 605,040 607,705

これからの修繕計画

年度

R3年 空調設備更新

R8年 外壁等大規模改修工事、照明器具更新、屋根防水補修

R14年 内装改修工事、電気設備更新、消防設備更新、昇降機設備更新、屋根防水補修

R19年 屋根防水等大規模改修工事、空調設備更新

R25年 外壁等大規模改修工事、照明器具更新

R31年 屋根防水補修

これまでの修繕履歴

H22 ｴｺｻﾝｸｾﾝﾀｰ外壁補修工事 Pｺﾝ補修ｶﾗｰｸﾘｰﾄ364m2

H24 ｴｺｻﾝｸｾﾝﾀｰ外壁補修工事 Pｺﾝ補修ｶﾗｰｸﾘｰﾄ、化粧鉄骨DP、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄX2防水、軒天ｹｲｶﾙ板

H28 機器類更新

H29 シーリング

H30 屋根防水

新築時記録

H12 新築電気設備工事

H12 新築空調設備工事

H12 新築衛生設備工事

合計
（千円）

工事内容

設備

６　建具・金物等工事

４　外壁等塗装工事

５　鉄部等塗装工事
建築

区分

３　床防水工事

１　仮設工事

１１　空調設備工事

１２　電灯設備工事

１３　情報・通信設備工事

１０　ガス設備工事

そ
の
他

※着色・太字部分が予防保全の工事費用、白地部分はその他設備の工事費　

エコサンクセンター

７　内部改修工事

８　給水設備工事

９　排水設備工事

２　屋根防水工事

１５　昇降機設備工事

１４　消防設備工事

１６　外構工事

支
出

推定修繕工事費　年度合計

推定支出　累計

小計

1
5
5
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1．建物概要

27

電　話

用　途　　　

㎡

市街化区域・調整区域

円

kw

有 有

H 22 排煙窓改修工事

H 24

H 25

H 26

H 27

H 29

作成日 令和1年7月23日

施 設 名 称 大牟田花ぷらす館

地上　2階， 地下　　0　階　　　　　

敷 地 面 積 4135.34 延べ床面積

①店舗、②一般事務所 その他

所 在 地 四箇新町2-1

行政財産 会計区分 一般会計

４１－２７２４

財 産 区 分

1,875 ㎡（1696.12㎡+178.86㎡）

市街化調整区域 地域地区都市計画

規 模

施 設 管 理 担 当 課 産業経済部産業振興課

完 成 年 月 日 ①2000年7月31日、②1998年11月10日 増改築年月日 年　　　　　月　　　　　　日

建
物
概
要

建 物 名 称大牟田花ぷらす館 建物用途

構 造 鉄骨造

外部床 アスファルト舗装

不要

建 物 番 号 30-402-00001 複合化状況

下　　地　　材

屋　根

取 得 価 格 545,943,300 耐震化状況

仕
上
概
要

主
な
外
部
仕
上

箇　所 仕　　上　　材

⑤消火設備等 主な消火設備屋内消火栓設備自動火災報知機

外　壁 ガラスカーテンウォール、セメント板

ガラスサッシ、アスファルト防水コンクリート押え

④空調設備 パッケージ型

建　具 窓：アルミ、出入り口：鋼製

排煙設備

③電気容量 169
設
備
概
要

340,200 工事

①給水方式 直結方式 ②下水方式 浄化槽

⑥非常用電源 防災用の電源自家発電設備 非常時の業務継続用

工事

大牟田市花ぷらす館乗用ロープ式昇降機（エレ
ベーター）制御盤内モーター制御ユニット交換工事

大牟田市花ぷらす館浄化槽内放流ポンプ取換工事 76,096

大牟田市花ぷらす館２Fレストラン空調機修理 152,280

なし

工事

大牟田市花ぷらす館２階テラス他防水工事 693,306 工事

道の駅「おおむた」PAS取替工事 483,840

大牟田市花ぷらす館東側カーテンウォールシーリ
ング打替工事

333,007 工事

大牟田市花ぷらす館排水管付け替え工事 61,560 工事

修
繕
履
歴

（
単
位
・
円

）

2,079,000 南面天井隅の排煙窓2ヶ所

道の駅「おおむた」花ぷらす館浄化槽チェッカープレート取替工事 1,155,000 チェッカープレートの取替え

道の駅「おおむた」花ぷらす館リニューアル工事 36,412,950 内部改修

道の駅「おおむた」花ぷらす館排煙装置修理

修繕

496,800 修繕

大牟田市花ぷらす館天井部ガラスシーリング補修工事 109,080 工事
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２．点検結果 施設名称

総
評

建物劣化状況 総評の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況。長期的な維持管理が可能。

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況。長期的な維持管理が可能。

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況。修繕を行えば、比較的長期的な維持管理が可能。

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要。長期的な維持管理を行うためには、かなりのコストが必要。

劣化度

C

C

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ→Ｄ

Ｂ→C

各部位　劣化状況の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要である状況

外　構　等 雨水の排水管が詰まっており、多くの箇所で雨漏れがみられる

建物内部 特に問題なし。

構造部 特に問題なし。

建築設備
建物がガラス張りのため、空調機の負荷が大きい。全館で快適な環境が
難しい。窓が開閉できない状態となっている。

外

部

屋根
アスファルト防水は保護コンクリートで保護されているが、漏水が数か所
で発生している。補修が必要である。

外壁
セメント成形板の塗装および目地シーリングが劣化している。漏水につ
ながる可能性があり、補修が必要である。
増築した表側の塗装が劣化、早急に補修が必要である。

軒天井・
ひさし下端

漏水跡が残っている。

部　　位 特　記　を　要　す　る　事　項

花ぷらす館

Ｂ→C
全体がガラス張りで、ガラス廻りのシーリングで雨水対策が行われているが、シーリ
ングの劣化が著しく、雨漏りしている。抜本的な対策が必要である。
排水管のつまり又は損傷等によって、雨水排水管からの漏れがみられる。
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２．点検結果 施設名称 大牟田観光プラザ

総
評

建物劣化状況 総評の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況。長期的な維持管理が可能。

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況。長期的な維持管理が可能。

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況。修繕を行えば、比較的長期的な維持管理が可能。

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要。長期的な維持管理を行うためには、かなりのコストが必要。

劣化度

Ｂ→Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ→Ｃ

Ａ

Ａ→Ｂ

Ａ→Ｂ

各部位　劣化状況の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要である状況

外

部

屋根
防水改修工事未実施。かなりパラペット部からのエフロレッセンスが目立
つ

建物内部 床シートの汚れ、剥がれが目立つ。

構造部 特に問題なし。

外壁 丸柱でのタイルの浮きの頻度が高い。全面的な調査の必要がある

軒天井・
ひさし下端

特に問題なし。

建築設備 空調機は旧式であり、更新が必要である。

外　構　等 洋式トイレへの改修が必要である。

Ｂ→Ｃ
本格的な大規模修繕の時期にきている。特に外壁タイルは全面調査実施し、浮き
の改善を図る必要がある、また、空調機も旧式であり、更新時期にきている。

部　　位 特　記　を　要　す　る　事　項
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４　予防保全のための年次計画

30 石炭産業科学館 計画期間 30 年間 竣工 1995 年 竣工後 24 年（令和元年現在） 岬町6－23 博物館等 3,242㎡ RC造

 和   暦 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

 経   年 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54

仮設 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8,761 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8,761 　 　 　 17,522

　 　 　 2,082 　 　 　 　 　 　 　 4,165 　 　 　 　 　 　 2,082 　 　 　 　 　 　 　 4,165 　 　 　 12,495

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4,039 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4,039 　 　 　 8,079

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7,343 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7,343 　 　 　 14,687

　 　 　 455 　 　 　 　 　 　 　 2,795 　 　 　 　 　 　 455 　 　 　 　 　 　 　 2,795 　 　 　 6,500

1,509 　 　 1,170 　 　 　 　 　 　 　 5,460 　 　 　 　 　 　 　 　 1,300 　 　 　 　 　 5,460 　 　 　 14,899

　 　 　 　 　 　 　 4,160 　 　 　 3,250 　 　 　 　 　 1,950 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9,360

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,600 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,600

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,950 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,950

113,470 113,470

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 55,114 　 　 　 　 55,114

　 　 　 4,863 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4,863

　 　 　 13,000 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13,000

外構 　 　 　 3,500 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,500

１７　耐震診断・改修

１８　調査・改修設計 10% 151 2,507 416 4,036 195 254 130 5,511 3,256 11,347 27,804

１９　計画の見直し

共通仮設+予備費 15% 249 4,137 686 6,660 322 419 215 9,094 5,373 18,723 45,876

1,909 31,714 5,262 51,060 2,467 3,210 1,645 69,719 41,193 143,540 351,718

消費税 10% 191 3,171 526 5,106 246 321 164 6,972 4,119 14,354 35,171

2,100 34,885 5,788 56,166 2,713 3,531 1,809 76,691 45,312 157,894 386,889

2,100 2,100 2,100 36,985 36,985 36,985 36,985 42,773 42,773 42,773 42,773 98,939 98,939 98,939 98,939 98,939 98,939 101,652 105,183 105,183 106,992 106,992 106,992 106,992 106,992 183,683 228,995 386,889 386,889 386,889 386,889

これからの修繕計画 R2年 建具、金物等補修

R5年 屋根防水補修、鉄部塗装

R9年 給水管補修

R13年 外壁等大規模改修工事、設備補修、照明器具更新

R19年 ポンプ補修

R20年 防水工事補修

R22年 空調設備補修

R28年 大規模改修工事

現在までの改修履歴 H7 新築電気設備工事

新築管設備工事

H25 公共下水道切替工事

H28年 大規模改修工事

H29年 空調設備更新

H30年 空調設備更新、電灯設備更新

※着色・太字部分が予防保全の工事費用、白地部分はその他設備の工事費　

６　建具・金物等工事

７　内部改修工事

４　外壁等塗装工事

５　鉄部等塗装工事

１６　外構工事

１４　消防設備工事

１５　昇降機設備工事

８　給水設備工事

１２　電灯設備工事

１３　情報・通信設備工事

合計
（千円）

９　排水設備工事

そ
の
他

建築

工事内容

設備

区分

１　仮設工事

２　屋根防水工事

３　床防水工事

１０　ガス設備工事

１１　空調設備工事

支
出

推定修繕工事費　年度合計

推定支出　累計

小計

1
8
4
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２．点検結果 施設名称

総
評

※

建物劣化状況 総評の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況。長期的な維持管理が可能。

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況。長期的な維持管理が可能。

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況。修繕を行えば、比較的長期的な維持管理が可能。

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要。長期的な維持管理を行うためには、かなりのコストが必要。

劣化度

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｄ

Ａ

Ａ

各部位　劣化状況の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要である状況

部　　位 特　記　を　要　す　る　事　項

第一清掃事務所

Ｄ
床スラブや梁に傾斜が発生している。
また、外壁では大きなクラックやコンクリートはく落が多数見られる。単なる爆裂だけ
ではなく、それ以外の原因があるように思われるため、詳細な調査が必要である。

旧耐震基準に基づいた設計・施工が行われている。安全に建物を使用して
いくためには耐震診断および診断に基づいた補強が必要である。

外

部

屋根 ウレタン防水改修が行われている。特に問題なし。

外壁 数回の塗装が行われているが、コンクリートの劣化が顕著である。

軒天井・
ひさし下端

梁やスラブの傾斜がある。

外　構　等 特に問題なし。

建物内部 特に問題なし。

構造部 2階床の傾きや梁の下がりなどの変形がある。

建築設備 特に問題なし。
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２．点検結果 施設名称 第二清掃事務所

総
評

建物劣化状況 総評の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況。長期的な維持管理が可能。

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況。長期的な維持管理が可能。

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況。修繕を行えば、比較的長期的な維持管理が可能。

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要。長期的な維持管理を行うためには、かなりのコストが必要。

劣化度

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ→Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ→B

各部位　劣化状況の判断

Ａ 良好　：　特に劣化が認められない良好な状況

Ｂ 軽度　：　部分的な修繕は必要だが、全体的には計画修繕で行えばよい状況

Ｃ 中度　：　劣化が進行し、早期に修繕が必要な状況

Ｄ 重度　：　劣化が著しく、早急な修繕が必要である状況

建物内部
平成27年度　内装改修(クロス貼り替え）工事実施済み。
洗濯室からの水漏れが見られ、詳細な調査が必要である。

構造部 特に問題なし。

同上。

外

部

屋根 部分補修済み。

外壁 改修工事(モルタル塗り）が完了している。

軒天井・
ひさし下端

建築設備 平成28年度に第2会議室の空調機補修工事済。

外　構　等 玄関外部のタイルに浮き、剥がれあり。

Ａ
外壁改修工事及び内部のクロス貼り替え改修が行われている。内部に一部水漏れ
が見られ、調査が必要である。今後は予防保全に基づく計画修繕の実施が必要で
ある。

部　　位 特　記　を　要　す　る　事　項
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４　予防保全のための年次計画

32 第二清掃事務所 計画期間 30 年間 竣工 1989 年 竣工後 30 年（令和元年現在） 健老町198 行政系施設 745㎡ RC造 2階

 和   暦 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

 経   年 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

仮設 １　仮設工事 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,892 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,892 　 　 　 　 　 7,784

２　屋根防水工事 　 6,084 　 　 　 　 　 　 　 891 　 　 　 　 　 　 845 　 　 891 　 　 　 　 　 8,710

３　床防水工事

４　外壁等塗装工事 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6,604 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6,604 　 　 　 　 　 13,208
５　鉄部等塗装工事 　 130 　 　 　 　 　 　 　 715 　 　 　 　 　 　 　 130 　 715 　 　 　 　 　 1,690
６　建具・金物等工事 　 293 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6,825 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7,118

７　内部改修工事

８　給水設備工事 　 3,250 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,340 　 　 　 　 　 　 　 5,590

９　排水設備工事 　 2,340 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,600 　 　 　 　 　 　 　 4,940

１０　ガス設備工事 　 2,600 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2,600
１１　空調設備工事 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9,685 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9,685
１２　電灯設備工事 　 13,000 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8,940 　 　 　 　 　 　 21,940
１３　情報・通信設備工事

１４　消防設備工事 　 1,453 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1,453
１５　昇降機設備工事

外構 １６　外構工事

１７　耐震診断・改修

１８　調査・改修設計 10% 2,915 1,210 683 85 13 1,863 494 1,210 8,472

１９　計画の見直し

共通仮設+予備費 15% 4,810 1,997 1,126 139 21 3,073 815 1,997 13,979

36,874 15,309 8,634 1,069 164 23,561 6,249 15,309 107,168

消費税 10% 3,687 1,531 863 107 16 2,356 625 1,531 10,717

40,562 16,840 9,497 1,176 181 25,917 6,874 16,840 117,885

40,562 40,562 40,562 40,562 40,562 40,562 40,562 40,562 57,401 57,401 57,401 57,401 57,401 66,898 66,898 68,074 68,255 94,171 101,046 101,046 101,046 101,046 101,046 117,885 117,885 117,885 117,885 117,885 117,885 117,885

※着色・太字部分が予防保全の工事費用、白地部分はその他設備の工事費

これからの修繕計画 R3年 屋根防水工事、鉄部塗装、給排水管補修、消防設備補修、照明器具更新、ガス管補修

R11年 外壁等大規模改修工事

R16年 建具等補修

R18年 防水補修

R19年 鉄部塗装

R20年 空調設備更新、照明器具更新

R21年 給水管、排水管補修

R26年 外壁等大規模改修工事

現在までの改修履歴

H23 給湯設備改修工事

H24 空調改修工事

H25 第二清掃事務所外壁改修工事 外壁補修・塗替及び屋上折板屋根塗装

合計
（千円）

建築

設備

そ
の
他

区分 工事内容

小計

支
出

推定修繕工事費　年度合計

推定支出　累計

1
9
5
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